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『健苗3・5運動』実施

中
昭
和
五
士
五
年
、
五
十
六
年
は

二
年
続
き
の
冷
害
。
三
年
め
の
今

年
も
、
異
常
低
温

が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
は
苗
の
で
き
具
合

が
、
活

着
の
良
し
悪
し

、
代
枯

れ
の
発
生

な
ど
初
期
の
成
育
に
大
き
く
影
響

し
ま
し
た
。
そ
こ
二
五
十
七
年
は

健
苗
育
成
が
最
重
点
目
標
で
す
。

ご
丁

五
葉
苗
を
三

十
五
日
間
で

育
て
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
は
種

量
を
一
箱
百
グ
ラ

ム
前
後
に
し
、

十
ア

ー
ル
当
た
り
の
育
苗
箱
数
を

三
十
五
箱
に
す

る
。
こ
れ
が
「
健

苗
ご
▽

五
運
動
」
で
、
低
温
で
も

活
着
の
優
れ
た
苗
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

四
月
十
五
日
に
は
県
農
林
部
長

の
現
地
視
察
か
お
り
、
田
中
博
さ

ん
（
㈲
辺
地
）
の
（

ウ
ス
で
健
苗

育
成
の
普
及
状
況
と
、
わ
が
村
の

冷
害
対
策
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

4月

5月

昭和57年
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昭

和
五
十

七

年
度

一
般

会
計

当

初
予

算
は

、
三

月
十

八
日

に
定

例

議
会

で

原
案
可

決

さ
れ
ま

し
た

。

予

算

全
体
と

し
て

は

、
国
の

ぜ

ロ

シ
ー
リ

ン

グ
の

基
調

や
全

国
的

行
政

改
革

の
気

運
の

中
で

編

成
作

業

が
進

め
ら
れ
た
こ
と

も

あ
っ
て
、

緊

縮
型

と
な
っ

て
い

ま

す
。
こ

れ

は
、
国

の
補

助
金

見
直
し

や
地

方

債
の

充

当
率
の

低

下
に

伴
い

、

各

種
事
業

費
が

伸
び

な
い
こ

と

と
、

村
自
体

が
実

施
し

た
行

政
改

革
に

よ

り
歳

出
を

極
力

押

さ
え
た
こ

と

が
反
映

し

た
も
の

で

す
。

こ

れ
に
加

え
て

、
蓬
田

川

災

害

復
旧

事

業

や
国
営

等

草
地
附

帯
事

業
な
ど

大

規
模

な
事

業
が
完

了
し

た
こ
と

に
よ

り

、
前
年

度
に

比

較

し
て
ニ

ー
・
六

黔
の
大

幅

減
に

な

っ

た

も
の

で
す

。
以
上

の
こ

と

を

念
頭
に

お

き
な

が

ら
、
歳
入

歳
出

の
概

略
を

紹
介

し
ま

す

。

歳
　
　

入

１
・
　

村
　
　

税

当

村

の
村
税

は

、
村
民

税
・

固

定

資
産
税

・
軽

自
動

車
税

・

た
ば

こ
消

費
税

・
電
気

税

・
木

材
引
取

税

の
六
つ
か
ら

構
成
さ
れ
て

お

り
、

村

が
課
す

る

こ
と

の
で
き

る
地

方

税

で
す
。

今
年
度

は

、
歳
入

の
八

・
三

イ

を

占
め

、
約

一
億

九
百
万
円

で
す
。

前

年
度
当

初
比

較

（
以
下

前

年
度

比

較
と

い
う

）
で

は
、

一
〇

・
六

晉

の
増

で
す
。

２
・
地
方
譲
与
税

地
方
譲
与
税
は
、
自
動
車
重
量

譲
与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
、
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。
お
金
の
使
い
み
ち

は
道
路
関
係
費
に
充
て
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
約
二

千
五
百
万
円
で
、
歳
入
の

Ｉ
・
九

晉
を
占
め
て
い
ま
す
。

３
・

地

方

交

付

税

こ
れ
は
国
税
で
あ
る
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
の
一
定
割
合
（
現

在
三
二
回
）
を
村
の
経
常
的
歳
入

と
歳
出
の
差
額
分
（
不
足
分
）
に

補
充
す
る
た
め
交
付
す
る
も
の
で

す
。地

方
交
付
税
の
使
い
み
ち
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
条
件
や
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
の
計
画
的

運
営
を
保
障
し
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
添
っ
た
使
い
方
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
は
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
、
今
年

度
は
合
わ
せ
て
約
六
億
六
千
八
百

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
歳
入
の
五
〇
・
八
冒
を
占
め
、

村
の
収
入
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
比

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
・

国

県

支

出

金

国

及

び
県

は
、
村

に
対
し

て
特

定

の
行

政
を
行

う

た
め

に
要
す

る

経
費
を

支
出
し

て

い
ま
す

。

こ

れ

が
、
国

庫
支

出
金

や
県

支
出

金
と

言

わ

れ
る
も

の
で

、

〈
負
担

金

・

補

助
金

・
委

託
金

〉
が
あ
り
ま

す
。

今
年
度

は
歳
入

の
二
二

・
一
回

に
あ

た
る
約
二

億

九
千
万

円

で

、

前

年
度

比
五

六

・
七
賢
の
減
で
す
。

こ
れ

は
、
蓬

田

川
災

害
復
旧

事
業

や
国
営

等
草

地
附

帯

事
業

な

ど
の

補
助
対

象

事
業

が
完
了

し

、
大

幅

に
減
少

し

た
も

の
で
す

。

57年度当初予算 2

57年度当初予算
13億1400万

円
でスタートします



５
・
　

村
　
　
債

村
債
と
は
、
村

が
第
三
者
か
ら

資
金
を
借
り
入
れ
、
そ
れ
を
長
期

に
わ
た
っ
て
負
担
す
る
債
務
を
い

い
ま
す
。

借
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算

に
定
め
る
こ
と
と
自
治
大
臣
ま
た

は
県
知
事
の
許
可
を
得
る
必
要

が

あ
り
、
村

が
自
由
に
起
債
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
定
の
目
的

に
だ
け
許
可

さ
れ
る
場
合

が
ほ
と

ん
ど
で
、
国
・
国
民
年
金
・
郵
便

局
・
銀
行
な
ど
借
入
先
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
九
千
八
百
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
歳
入
科
目
の
ほ
か
に
、

使
用
料
・
手
数
料
・
分
担
金
・
負

担
金
・
繰
入
金
・
繰
越
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る

と
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
の
歳
入
総
額
は
、
十
三

億
一
千
四
百
万
円
で
す
。

歳
　
　

出

前
述
の
よ
う
な
内
容
で
歳
入

が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
他
方
そ

れ
に
見
合
っ
た
歳
出

が
予
定
さ
れ

ま
す
。
予
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
予
算
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
予
算
が
行
政
の
計
画
書

で
あ
る
と
い
う
意
味
に
も
な
る
の

で
す
。
そ
こ
で
、
歳
出
で
予
算
化

さ
れ
て
い
る
主
な
事
業
を
目
的
別

に
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
 
議
 
会
 
費

議
　
会
　

の
　

運
　

営

こ
れ
に
は
、
議
会
を
運
営
す
る

た
め
の
諸
経
費
と
事
務
局
経
費
が

計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
議
会
に
提

出
さ
れ
審
議
さ
れ
た
内
容
や
、
一

般
質
問
な
ど
は
「
議
会

だ
よ
り
」

で
村
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
前
年
度
比
七
・
七
賢

増
の
約
四
千
六
百
万
円
で
す
。

●

総

務

費

5
8年
２
月
に
知
事
選
挙

総
務
費
の
中
に
は
、
役
場
の
管

理
全
般
の
経
費
・
徴
税
費
・
戸
籍

関
係
費
・
統
計
調
査
・
交
通
安
全

対
策
・
選
挙
管
理
費
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
の
自
動
車
管
理
費
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
含
ま
れ
て

い

ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
五
基
の
設
置
計
画

が
あ
り
ま
す
。
年
度
末
（
五
十
八

年
二
月

）
に
は
、
県
知
事
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
て

総
務
費
の
総
額
は
、
約
一
億
九
千

五
百
万
円
で
前
年
度
比
六
・
一
行

増
で
す
。

●
 
民
 
生
 
費

福

祉
行

政

の

充

実

今

年
度

は
特

に
大

き
な

建
設

事

業

は
予
定

さ

れ
て

い
ま

せ
ん
。

継

続
的

な
福

祉
関

係
予

算

が
大
部

分

を
占

め
て

い
ま

す
。

民
生
委

員
活

動
や

重
度

心
身

障

害
者

医
療

費

扶
助

、
博

愛
号

運
行

を

含
む

社
会
福

祉

費
。
老

人

ク
ラ

ブ
活
動

の
推

進
と

補
助

、
老

人
医

療

費
の

扶
助

、
老

人
家

庭
奉

仕
員

の
派
遣

を
行
う

老

人
福

祉
費
。

児

童

館
や

保
育
所

の
運
営

、
青

少
年

健

全
育
成

を

進

め
る
児
童
福
祉

費
。

そ
の

ほ
か
防

犯
対

策
費

、
老

人
憩

の
家
費

、
国

民
年

金
事

務
費

な

ど

が
こ

の
民
生

費

の
中
に

含
ま

れ
て

い
ま
す
。

民
生

費

の
総

額
は

、
前
年

度
比

五

・
八

冐
増

の

約
一
億

四
不
二

百

万

円

で
す
。

57年度当初予算3

46,072 千円

195,061千円

142,658千円

45,728千円

481千円

311,219千円

1,011千円

170,814千円

43,687千円

164,611千円

76,067千円

111 ,122千円

6,184千円

歳出合計1,314,715千円

●議会定例会 ・臨時 会

●議会広報の発行

●総務管理・財政　 ●選挙 管理 ・

●統計 ●徴税 ●戸 籍●交通安全

●社会福祉　 ｏ防犯 ●国民 年金

●保育所・児童館 ・老人憩 の家

●予防接種・ ●健 康づくり

●母子衛生　 ●環 境衛生

●出稼ぎ者健康診断

●蓬田村労働者協 議会補助 金

●農業委員会 ●地 籍●水田再編

●総合整備モ デル事業　 ●水産

●蓬田村商工 会補助 金

●村道整備　 ●蓬田漁 港改修

●公営住宅新築　 ●除 排雪

●防火水槽新設　 ●操 法大会

●消防団活動 ●広 域消防 負担金

●小学校・中学校 ・幼稚園管理

●社会教育 ●公民 館●保健体育

●56年発生河川 災害 復旧工事

●元金　 ●利子

●予備費

一般会計

村税109,594千円
(8.3%)

地方交付税

668,229千円
(50.8％)

国庫支出金
167,492千円
(12.796)

県 支出金
122,843千円(9.496)

村債98,600千円(7.596)

繰入金77,200^(5.9%)

その他70,757^(5.4%)

歳入合計1,314,715千円



●
 
衛
 
生
 
費

集
団
検
診
で
早
期
発
見

衛

生
費

の
中

に

は
、
献

血
活

動
、

胃

が
ん
な

ど

の
集
団

検
診

を
行
う

保
健

衛
生

費
、

予
防

費
、

環

境
衛

生
費

、
母

子
衛

生
費

、
国

民
健

康

づ
く

り
推

進
費

、
診

療
所

費

、
公

衆
浴

場
費

が
含

ま

れ
ま
す

。

歳

出

の
大
き

な
も

の
で

は

、
環

境
整

備
事

務
組

合

（
ゴ

｀ヽ
・`
し

尿

処
理

・
胆

場

）
に
対

す

る
負
担

金

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
特
に
大

き
な
事
業
費
は
計
上

さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
年
度
は
公
衆
浴
場

が
中

止
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
歳
出
は

減
少
し
て

い
ま
す
。

衛
生
費
の
総
額
は
約
四
千
五
百

万
円
で
、
前
年
度
比
一
〇
・

匸
い

の
減
少
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費

農
業
構
造
改
善
事
業
を
推
進

村

政

全
体

の
中
で

、
も

っ

と
も

重
要

な

ポ
イ

ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

農
業

村
で

あ

る
特
徴

が
あ

ら

わ
れ

て

い
ま
す

。
主

な

事
業

を
挙

げ
る

と
次
の
よ

う

に
な

り
ま
す

。

●
草
地

造
成

管
理

事
業

●
草
地

幹
線

道
路

整
備

事
業

●
板
木

沢

・
中

の
沢
・

蓬
田

地
区

老
朽

た

め
池

整
備
事

業

●
広
瀬

地
区

団
体

営
農

道
整

備
事

業
●
中

沢
・
蓬

田

地
区

農

道

整
備
事

業
●
農
村

総
合

整

備
モ

デ
ル

事
業

●
地
域

農

政
特
別

対

策
事

業

●
農
業

構

造
改

善
事

業

こ
れ
ら

の
事

業
費

は
、

一
億
四

千
四

百
万
円

で

建
設

事
業

費

の
三

一

・
二

回

に
あ

た
り

ま
す

。

こ
れ
ら

の

ほ
か

に
、
農

業
委

員

会

費
、
農

業

後
継
者

対

策
費

、
林

業

費
、

水
産

業
費

、
水
田

利
用

再

編
対

策

費

が
あ
り

ま
す
。

農

林
水

産

業
費

を
総

計
す

る

と
、
前

年
度

比

九
回

減
の
三

億

一
千
百

万
円

で

歳

出
予

算

の
二

三

・

六
回

を

占

め

ま
す
。

●
土
 
木
 
費

公

営
住

宅
を
建
設

農
林
水
産
業
費
の
次
に
建
設
事

業
予
算
を
計
上
し
て
い
る
の
が
こ

の
費
目
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
事

業

が
あ
り
ま
す
。

●
道
路
改
良
舗
装
工

事

●
阿
弥
陀
川
下

線
舗
装
工

事

●
蓬
田
川
維
持
管
理
工
事

●
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
十
戸
）

こ
の
ほ
か
、
瀬
辺
地
急
傾
地
防

止
事
業
負
担
金
、
蓬
田
漁
港
改
修

事
業
負
担
金
、
除
排
雪
費

が
大
き

い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
費
と
そ
の
ほ
か

の
経
費
を
合
計
す
る
と
、
前
年
度

比
四
一
行
減
の
約
一
億
七
千
万
円

で
す
。

●

消
『

防
づ
費

防
火

水
槽

を
新
設

こ

の
中

に
は

、
消

防
救

急
業

務

を
常

備
化
し

た
青
森

地
域

広
域

消

防

事
務

組
合
に
対

す
る

負
担

金
や
、

本
村

の
非

常
備

消

防
で
あ

る
八

分

団

の
運

営
に
必

要

な
経

費

が
含
ま

れ
て

い
ま
す
。

地
域

防
災
対

策

は
、

住
民

生
活

の

安
全

を
保

障
す

る
重
要

な

分
野

で
す

。

今
年
度

の

消
防
施

設

の
整

備
で

は
、
防

火
水

槽
を

一
基

新
設

し

ま
す

。

こ

れ
ら

の
総
額

は

約
四

千
三

百

万

円
で

す
。

昨
年
と
比
較
す

る
と
、

ポ

ン
プ
自
動

車

の
購
入

や

警
鐘

台

建
設
工

事

が
完
了

し

た
こ

と
に

よ

り

、
一
九

・
九
回

の

減
に

な
り

ま

し

た
。

57年度当初予算 4

安全稲作を目ざして



●

教

育

費

総
合
的
生
涯
教
育
を

教
育

費

の
中

に
は
学

校
教

育

費

と
社
会

教
育

に
必
要

な

経
費

が
計

上

さ

れ
て

い
ま
す

。

学
校

教
育

に
関

す

る
も
の
で

は
、

●
教
育

総
務

費
　

二

千

八
百
万

円

●
小

学

校
費
　
　

二

千

百

万

円

●
中

学

校
費
　
　

二

千

百

万

円

●
幼
稚

園
費
　
　

一
千

七
百
万

円

で
す

。

こ
の
中

で
主

な

建
設

事
業

と
し

て
あ

げ

ら
れ

る
の

は
、

●
小

学
校

校
舎

屋
根

張
替

工

事

●
小

学
校

グ
ラ

ウ

ン
ド

転
圧
工

事

●
小

学
校

職
員

便
所

増

設
工

事

●
中

学
校

放

送
設
備

工

事

●
幼

稚
園

ア

ス
フ
ァ

ル
ト

敷
工

事

●
幼

稚
園

消

火
・
防

火
施

設
工

事

が
予

定

さ
れ
て

い
ま

す
。

社

会
教

育
に
関
す

る

も
の
に
は
、

埋

蔵
文
化

財

の
調

査

に
要
す

る

も

の
や
家

庭

教
育

学
級

、
子

供
会

の

育
成

な
ど

総
合

的
生

涯
教
育

を
目

指
す
予

算

が
計
上

さ
れ

て
い
ま

す
。

さ
ら

に
、
社

会
教

育

の
拠
点

と
し

て
公
民

館
活

動
費

も
含

ま

れ
て

い

ま
す
。

保
健

体
育

費
に

は

、
住
民

ス

ポ

Ｉ

ツ

の
振

興
を

図
る
予

算

や
、

給

食
セ

ン
タ

ー
の

維
持
管

理

に
必
要

な
繰
出
金

が
計

上
さ
れ
て

い
ま
す

。

さ
ら

に
今

年
度

も
、

体
育
館

建
設

予

定
地

の

購
入
も

予
算

化
し

て

い

ま
す
。

こ

れ
ら
教

育
費

の

総
額

は
、
一

億

六
千
四

百
万

円

で

、
前
年

度
比

一
一
打

の
増

で
す

。

●

災
害
復
旧
費

5
6年
発
生
の
災
害
復
旧

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
蓬
田
川
災
害
復
旧
事
業
は
、
昭

和
五

十

六
年
度

で

完
了
し

、

事
業

費

と
し

て
は

七
六

・
七

冒
の

減
少

で
す

。
今
年
度

は

、
昭
和

五

十
六

年
に

発

生
し

た
河

川
災

害
の

復
旧
工

事

を

九
か
所

実
施

す
る
こ
と
に
な

り
、

七
千

六
百
万

円

を

計
上
し

て

い
ま

す
。

●
　
そ
　

の
　
他

こ
れ
ま

で

説
明

を
し
た
ほ
か
に
、

出
稼

ぎ
者
対

策

と
し

て
労

働
費

が

約
四

十
八
万

円

、
村

の
商
工

業

振

興
と

観
光
対

策

に
商
工

費

が
約

百

万

円

と
、
公

債

費
、
予

備

費

が
あ

り
ま
す

。

こ
れ
ら
す

べ
て
を

合
計
す

る
と
、

今
年
度

当
初

予

算
の
歳

出

は
、
約

十
三

億

一
千

四
百
万

円

に

な
り
ま

す
。村

の
金
銭

収
支

の
一

年
間

の
予

定

的
計

画
書

が
。予

算
書

″で

す
。

ほ
と
ん

ど
概

略
的

で
、

説
明
不

足

の
点

が
多

い
と
思

い
ま

す

が
、
こ

こ

で
取
り

上

げ
た
こ
と
は
す

べ
て
、

村
民

一

人
一

人
に

何
か

の
形

で
か

か

わ
り
合

い
を
持

っ
て

い
る
内

容

で
す

。

よ

り
よ

い
生

活

と
活
気

あ

る
村

づ
く

り

の
た

め
に

、
み

な
さ
ま

の

協
力

を

お
願

い
し

ま

す
。

57年度当初予算5

国保特別会計

国庫支出金

１億6,691万7千円

(58.4%)
歳 入

２億584 万2千円

国　保　税

1億1,774万9千円

(41 ｡2％) その他
117万6千 円

825万1千円

1,160万8千円

その他

総務費
2億8,584万2千円2億8,584万2千円 干 円

歳　出

保険給付費

２億6,598万3 千円

(93 ％)

学校給食
センター特別会計

給食収入

2,294万7千円

(52.9%)

繰　入　金

2,044万円

(47%)

繰 越金

2万 円

歳　入

4,340万7千円

4,340万7千円

歳　出
総　務　費

2,046万円

(47.196)/

綰　食　費　 ｀

2,294万7千円

(52.9%)



動
き
出
し
た
P
T
A

蓬

田
村
連

合
Ｐ

Ｔ
Ａ

で

は
、

今

年
二
月

の
研

修
会

で

、
小

学
校
部

会

が

『
ね

ば
り

強

い

子

供

づ

く

り
』
、中

学

校
部
会

が
『
生

徒

の
非

行
防

止
』

に
つ

い
て

話
し

合

い
を

行

い
ま
し

た
。

そ
の
後

研
修

会
で

出

さ
れ

た
問

題
点

を
分

析
し

、

ど
の
よ
う

な
形

で
実

践
活

動

へ
移
し

て

い
く

か
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

会

議
や

部
落

座
談

会

を
積

み
重

ね

検
討
し

あ

い
ま
し

た
。

そ
の
結

果

、
蓬
小
Ｐ

Ｔ
Ａ

は
、

連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
…
そ
の
後
の
取
り
組
み

『
児

童

生
徒

の
体
力

増

強
』

を
目

指
し

、

徒
歩
通

学

の
推

進
と

ス

ポ

ー
ツ
の

奨
励

に
取

り
組

み
ま
す

。

蓬
中

Ｐ
Ｔ

Ａ

は
、

『
生
徒

の
非

行

防
止

』

の

た
め
に

、
学

校
と
家

庭

、

地

域

が
情
報

交
換

を
密

に
し

て
、

村
ぐ

る
み

の
健
全

育
成

態
勢

を
強

め
て

い
き
ま
す

。

さ
ら

に

『
高
校

生
を
持

つ
父

母

の
会
』

が
結

成

さ

れ
ま
し

た
。

全
体

で
取

り
組

む

の
は

『
あ

い

さ
つ

運
動
』
の
推

進

で
す

。

学
校

、

家
庭

は
も
ち

ろ

ん
、
村

民
会

議

や

子
供

会
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
団

体

や
機

関

が
い
っ
し

ょ

に
な

っ
て

進

め
て

い
き

ま
す
。

た

だ
話
し

合

い
で

終
わ

る
こ

と

な
く

、
学

校
も

家
庭

も
地

域
や
行

政
も

そ

れ
ぞ

れ
の
立

ち
場

で
役

割

を
分

担
し

あ

い
、
確

か
な

実
践

活

動
ヘ

ー
歩
前

進
し

た

と
こ

ろ
で

す
。

●
蓬
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

生
徒
の
非
行
防
止

①
街
頭
指
導

●
　
登
、
下
校
時
に
各
地
区
毎
に
歩

行
の
仕
方
、
自
転
車
の
乗
り
方
、
自

動
販
売
機
で
の
た
ば
こ
の
購
入
な
ど

望
ま
し
く
な
い
行
為
を
発
見
し

た
ら
、

そ
の
場
で
注
意
す
る
と
同
時
に
学
校

へ
連
絡
す
る
。

●
　
注
意
で
き
な

い
場
合
は
、
学
校

へ
速
や
か
に
連
絡
す
る
。

●
　
長
期
休
業
中
は
、
地
区
毎
に
巡

回
指
導
を
行
う
。

②
学
校
へ
の
連
絡

●
　
喫
煙
、
危
な
い
歩
行
、
正
し
く

な
い
自
転
車
の
乗
り
方
、
望
ま
し
く

な
い
男
女
交
際
、
夜
間
外
出

、
バ
イ

ク
の
無
免
許
運
転
、
商
店
に
お
け
る

万
引
行
為
、
自
動
販
売
機
か
ら
の
た

ば
こ
の
購
入
、
非
行
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
行
為
、
規
則
違
反
な
ど
に
つ

い

て
、
電
話
そ
の
他
で
学
校
に
速
や
か

に
連
絡
（
通
報
）
す
る
。

●
　
善
行
に
つ
い
て
も
学
校
に
連
絡

し
て
も
ら

つゝ
。

③
部
落
毎
の
会
合

●
　
各
部
落
と
も
学
年
毎
に
二
名
ず

つ
合
計
六
名
の
理
事
が
選
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
理
事
に
よ
る
会
合
を
月

一
回
ほ
ど
開
き
、
情
報
交
換
す

る
。

●
　
二

か
月
に
一
回
ほ
ど
部
落
代
表

が
集
ま
っ
て
、
地
区
間

の
情
報
交
換

を
す
る
。

●
　
自
分
た
ち
で
指
導
で
き
る
も
の
、

学
校
へ
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
、
部
落
で
広
く
会
合
を
も
っ
て

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
対
処
す
る
。

④
広
報
活
動

●
　
蓬
中
だ
よ
り
の
第
八
号
に
あ
る

よ
う
な
、
校
内
外
の
非
行
あ
る
い
は

善
行
を
月
一
回
の
割
合
（
場
合
に
よ

っ
て
は
も
っ
と
多
く
）
で
各
家
庭
に

配
布
す
る
。
（
部
落
毎
に
理
事
の
方

か
ら
配
布
し
て
も
ら
う

。）

●
蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

児
童
・
生
徒
の
体
力
増
強
運
動

体
格
的
に
は
標
準
的
で
も
、
筋
力

が
な
く
て
が
ん

ば
り
の
き
か
な
い
子

供
た
ち
。
ち
ょ
っ
と
転
ん
だ
だ
け
で

の
骨
折
。
先
月
号
で
紹
介
し
た
研
修

会
の
中
で
、
特
に
蓬
田
っ
子
の
体
力

と
気
力
の
両
面

が
問
題
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

家
庭
と
学
校

が
協
力
し
あ

い
な

が

ら
、
ど
ん
な
方
法
で
こ
の
問
題
に
対

処
す

る
か
話
し
合
い
を
重

ね
た
結
果
、

徒
歩
通
学
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で

す
。一

部
の
地
区

で
は
数
年
前
か
ら
子

供
た
ち
を
歩
か
せ
て

い
る
と
い
う
実

態
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
蓬
小
児

童
四

一
七
人
の
家
庭
で
は

ど
の
よ
う

に
考
え
て

い
る
か
意
識
調
査

が
行
わ

れ
ま
し

た
。

問。あなたは、子どもの徒歩通学の主旨についてどう思いますか。

回　答 賛成

b3.2%

八 八　 ぺ

全 体 51％　　　　　　　 　 肖

ぺ

中　沢 67.29　　　　　　　 図 膃胆豆亙朧
心

長　科 79.0%　　　　　　　　? 戈圄罵 彰読
匹

阿弥陀川 72.9%　　　　　　　　　　　　　I.8%~mB 一に8％

h3.9%
//　　　　　　　　/

蓬　田 63.5%　　　　　　 叺 湎 四 胆

郷　沢 ､,肖　　　臨磁溶勿E 筐朧朧
/　 匹　　　　　　 二

瀬辺地 26.9%　　k殼陝豈裝呪詛圖朧瓦匠膕圖勸－3.9％
-　~ 一

広　瀬 必　 回忌胆 賍
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●
　
発
行
部
数
を
増
や
し

、
全
戸
へ

の
配

布
も
考
え
る
。

●
　
村
民
会
議
の
育
成
部
、
広
報
宣

伝
部
と
の
連
携
を
密
に
と
る
。

⑤
高
校
生
を
持
つ
父
母
の
会

こ
の
会

は
、
高
校
生
（
専
門
学
校

の
生
徒
を
含
む

）
を
持
つ
父
母
で
組

織
し
ま
す
。
親
も
学
習
を
重
ね
な
が

ら
、
現
代
高
校
生

の
特
性
を
つ
か
み
、

大
人
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
、
我

が
息

子
、
娘
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う

と
い
う

も
の
で
す
。
役
員
は
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

●
会
　
　

長
　

松
本
龍
一

●
副
 
会
 
長
　

柿
崎
勇
藏

青
木
タ
ッ
子

●
会
計
監
査
　
小
山
則
章

越
田
高
司

●
書
　
　

記
　

中
川
信
義

●
会
　
　

計
　
清
水
幸
子

あ
い
さ
つ
運
動

①
学
校
で
の
推
進

●
登
、
下
校
時
、
先

生
と
児
童
・
生

徒
の
あ

い
さ
つ
。

児
童
・
生
徒
同

士
の
あ

い
さ
つ
。

●
廊
下

で
先
生
、
来
賓
、
来
客
に
対

す
る
会
釈
。

●
あ

い
さ
つ
週
間
の
実
施
。

ポ
ス
タ

ー
の
作
成
。

こ
れ
ら
は
、
学
級
指
導
、
学
級
会

活
動
、
児
童
・
生
徒
会
活
動
を
通
し

て
指
導
す
る
。

②
家
庭
で
の
推
進

●
家
族

間

の

あ

い

さ

つ
励

行

「

お

は
よ

う

ご
ざ

い
ま

す

」

「

い
た

だ
き

ま
す

」

「

ご
ち
そ

う

さ

ま

で
し

た

」

「

い
っ
て

ま

い
り

ま
す

」

「
た

だ

い
ま

」

「
お

や
す

み
な

さ

い
」

③
幅
広
い
分
野
で

●
地
域
で
の
推
進

隣
近
所
へ
の
あ

い
さ
つ
励
行
と
大

人
か
ら
子
供
へ
の
呼

び
か
け

●
村
民
会
議
と
の
提
携

育
成
部
や
広
報
宣
伝
部
の
活
動
に

取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
広

い
分
野
で

各
種
団
体
へ
の
波
及
効
果
を
にね
ら

い

と
す
る
。

●
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て

ｿ51% の賛成の理由

１。体にょいと思う………………………20.0%

2. 歩ける距離だから……………………16.8%

3. 強い心が育つから……………………9.6%

4. 自然にふれさせる必要がある………7.8%

5. さそいあって行けるから……………6.5%

6. 時間にとらわれないで通学できる…3.8%

7. その他…………………………………1.3%

8. 回答なし………………………………34.8%

不 賛成、その他 の 理由

●遠いので買い食いが多くなるのではないかと心配。

●行政にのまれないように。

●自分 の家庭で行うべきだ。

●疲れて 勉強ができなくなるのではないか。

●帰る時 間がわからないので心配です。

●子供 の健全化目指し、近代社会に対応するような対策を考えても

らいたい。

●夏は歩きで、冬はバスに乗せる。

●主旨は 反対だが、自分の子供は歩かせる。

●踏切 のところから歩かせて もらいたい。

PTA 活動7

19.4%の不賛成の理由

１
。

家 か ら 学 校 ま で の 距 離 が 遠 い か ら … … … … … … … … … …15.4%

2. 歩 か せ る の は 危 険 だ
。

事 故 に あ う と い け な い か ら … … …7.6%

3. 子 供 が ま だ 小 さ い か ら … … … … … … … … … … … … … … …2.0%

4. バ ス が あ る の だ か ら
乗 せ れ ば よ し 丶

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　1.8%

5. 子 供 が 病 弱 だ か ら … … … … … … … … … … … … … … … … …0.3%

6.
わ か ら な し 丶

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
２

．
０ ％

７
．

そ の 他 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …1.1%

8. 回 答 な し … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …69.8%



ぼくらの

クリーン・アップ作戦
子供会が村内一斉清掃

４月18日、蓬田村の子供会では、村内一 斉に道端の大清

掃をしまし た。当日は朝から雨。それでも世話人のお母さ

んと千供 たちは、ゴミ袋片手に班毎の作業区域にくリ出し

まし た。

特に草むらや側溝の中には、ジュースの空 きかんがい

っぱいでし た。子供会では毎月１回この クリーンアップ

作戦を続け ます。さらに年３回、青年団と合同で廃品回

収を行いますので、ご協力願います。この活動は、子供

たちが自分の手で汗を流しながら行うり｣ヽ さな親切運動″

の一つ です。常時 活動 として定着させ ようとはり

さっ ていますので、大人のみなさ

ん、窓からポイ｡/と捨てるのはや

めましょう。

むら,の

話 題

先祖の供養と

家庭の平和を

願って…瀬辺地

を始めました。

この会は今年 ２月20日から始

めたもので、週に２回瀬辺地詠

讃会長 の山舘誠弘さんのお宅で

練習会を開いてい ます。

みんなの唱える声に、鈴鉦の

音がきれいにそろうときは、み

んなの心 も一つになっているよ

うです。

(かぞえ御和讃より）

ニッには、再び会われぬ今日の

日を　むなしく暮らすは

哀れなり

むらの話題 8



郷土の
縄文人の遺物

円
筒
型
土
器

No. 20

輪積法 手づくね法

巻上法

土器のつ くり方

郷

沢
で
縄

文
時

代
前

期

の
土
器

が
発
見

さ

れ
ま
し

た
。

小

猿
粕
雄

さ
ん

が
、
道

路

造
成

現
場
で

み

つ

け
た

も
の
で

す
。

興

味
深

い
の

は
そ

の
出

土
地

点

で

す
。

国
道

近
く

の
少
し

高

台
に

な
っ
て

い
る
の

が
、

今
ま

で
と

は

ち
ょ

っ
と
違

う

と
こ

ろ
で
す

。

我

が
村

で
は

、
縄

文
時
代

前

期

の
土

器

の
ほ
と

ん

ど

が
、
山
か

ら

伸

び
た
舌

状
台

地
に

形
成

さ
れ

て

い
ま
す

。

と
こ

ろ

が
今
回

は
、

海

辺
の
近

く
で

発
見

さ

れ
た
の
で
す
。

土
層

は
砂

で
し

た
。

こ
こ

ら
一

帯

は
砂

丘

だ
っ

た
の
で

す
。

小

猿

さ
ん

か
ら
聞

く

と
こ
ろ

に

よ

る
と

、
郷
沢

の

山
際

に
た
く

さ

ん
土

器

が
出

る
一
画

が
あ

る

そ
う

で
す

。
蓬

田

紳
装

の
上

の
方

に
も

縄
文

前
期

の
集

落

が
あ
り

ま
す

。

魚
や

貝
を

と

る
た

め
に

、
浜
辺

ま

で
や

っ
て

き
て

生
活
し

た
の

で
し

土
器

が
完

全
な
形

で

み
つ

か
っ

た

の
も
珍
し

い
こ

と
で
す

。

土
器

は
一
般

的

に
、
現

代

で

い

う

な

べ
・
か
ま

の
使

い
方

を
し

て

い
ま

す
。

時
代

が
新

し
く

な

る
に

つ

れ
器
形

が
多

く

な
り

ま
す
。

縄

文
時

代

で
も

生
活

に
ゆ

と
り

が
で

き

て
き
て

、

祭
礼

的
な

も
の

な

ど

煮

た
き
用

と

は
異

っ
た

も
の

と
考

え

ら
れ

る
土
器

が
あ
り

ま
す

。
こ

れ
が
朱

を
塗

っ
た

土
器

（
赤

い
色

を
し

て

い
る

）
で
す

。

土
器

の
文

様

は
、
植

物
性

繊

維

を

縄
状

に
編

ん
で

（
撚

り
ひ

も
を

つ
く

る

）、
回

転

さ
せ
な

が
ら

器
面

に
押
し

つ
け

た
り

、

粘
土
を

は
り

つ
け

た

り
、
竹

や

ヘ
ラ

状
の

も
の
で

線
を

引

い
た

り
し

ま
し

た
。

文
様

は
各
時

期

ご
と

の
人

々
の
意

志

や
地
方

色

を
反
映
し

て
い
ま
す

。

土
器

の

つ
く
り

方

に
は
図

の
よ
う

な

方

法

が
あ

り

ま
す
。

形

が
で
き

た

ら
文
様

を

つ
け

乾
燥
し

ま
す

。

次
に

地
面

に
穴

を
掘

り
そ

の
底
面

に
灰

を

し

き

、
乾

燥
し

た
土

器
を
入

れ

ま
す
。

木

を
上

に
か

ぶ
せ

、
火

を
つ
け

て

土
器

を
焼

き
上

げ
ま
す

。

蓬
田

村

の
あ

ち
こ

ち
で

、
五

千
年
前

の

昔

か
ら
土

器

づ
く
り

が
あ
っ
た
の
で

す

か

ら

、
粘
土

や
土

を
探

し
出
せ

ば
、

き
っ
と
今
で

も
焼
き
物
が

で
き
る
は
ず

で
、
や
っ
て

み
た
い
こ
芦

で
も
あ
り
ま

す
。

口唇部…突起部４つ、回転文

口縁部…押圧 文

隆帯…棒状器具の先端による刺突痕

胴 部上 部…羽状文

▼縄文前期(円筒型土器)

●口径　　31.6cm

●底径　　13.0cm

●器高　　42.9cm

－　　内面はにぶい褐色
●色調　

↓

外面は褐色

●胎土　若干の石英、細砂粒

と繊維を含む

●焼成　　良好

●外面胴部の一部にススが付

着している。

●内面胴部下方に炭化物が付

着している。

胴部…底部まで絡状体

歴史

9 一郷 土の 歴史



第
3
9
回
知
事
と
語
る
つ
ど
い

深
刻
な
農
業
問
題
続
出

「
知
事
と
語
る
つ
ど
い
」

が
、

四
月
二
十
四
日
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
当
村
か
ら
の
出
席
者
十
七

人
の
質
問
や
要
望
に
北
村
知
事
が

答
え
ま
し

た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
地
域
の
課
題

や
問
題
を
直
接
県
民
か
ら
聞
き
と

り
、
県
政
の
施
策
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
開
い
て
い
る
も
の
で
、
蓬
田

村
は
三

十
九
回
め
で
す
。
県
側
か

ら
は
北
村
知
事
、
企
画
部
長
の
ほ

か
、
土
木
事
務
所
長
や
農
業
改
良

普
及
所
長
な
ど
出
先
機
関
の
長
も

出
席
し
ま
し

た
。

つ

ど

い
で

出

さ
れ

た
質
問

と
知

事
の

答
弁
を

み

な
さ

ん
に

紹
介
し

ま
す
。

紙
面

の

都
合

で
、
質

問

や

答
弁

は
一
部

割

愛
さ

せ
て

い
た

だ

き
ま
し

た
。

当
日
は
出
席
者
十
七
人
中
十
四

（

人
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

）

知事と語るつどい 1

0

中
沢
・
農
業

藤
田

尚

政

村
の
将
来
の
方
向

県
内
の
他

の
地
区

で
は
、
さ
ま

ざ

ま
な
大
き
い
開
発
計
画
が
あ
り
、
青

森
県
の
将
来
に
向
け
た
位
置

づ
け

が

打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
よ
う

な
中
で
、
県

で
は
わ

が
村
を

ど
の
よ

う
な
産
業
を
中
心
と
し

た
位
置

づ
け

を
し

て
い
ま
す
か
。

余
っ
た
労
力

は
青
森
市
で
と
い
う

現
状
も
あ
り
、
農
業
に
定
着
す
る
か

ど
う
か
と
迷
い
が
出
て
い
ま
す
。
将

来
ど
の
方
向
へ
村

が
進
ん
で

い
く
か

に
よ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
道
路
計

画
な
り
、
産
業
計
画

が
必
要

だ
と
思

い
ま
す
。

答
蓬
田
村
の
産
業
的
位
置

づ
け

は
、
農
業
を
第
一
基
幹
産
業
に

据
え
ま
す
。
中
核
農
家

の
規
模
拡
大

で
生
活
を
安
定
さ
せ
る
と
し
て
も
、

全
体
的
に
は
今
の
農
業
収
入
だ
け
で

生
活
で
き
る
農
家
は
少

な
い
で
し
ょ

う
。
農
業
か
ら
浮
い
て
く
る
余
剰
労

力
を
消
化
で
き
る
働
き
場

が
必
要
で

す
。
都
市
近
郊
型
で
は
よ
く
あ
る
こ

と
で
す
。

蓬
田

村
は
青
森
市
に
働
く
場
が
あ

り
、
こ
の
点
有
利
で
す
。
外
部
か
ら

企
業
を
誘
置
す
る
ま
で
も
な
く
、
蓬

田
で
と
れ
る
農
産
物
、
水
産
物
、
山

菜
を
加
工
す
る
場
所

を
つ
く
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

阿
弥
陀
川
・
農
業

八

戸

良

幸

野
良
着
で

行
け

る
普

及
所
を

①
　

上
磯
地
区

の
中
で
、
蓬
田
村

は

農
業
振
興
地
域
で
す
。
水
田
利
用
再

村
を
通
し
て
指
導
を
受
け
て
く

だ
さ

い
。

湿
田
の
乾
田
化
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
制
度

が
あ
り
ま
す
。

編
対

策
も
、
こ
れ
か
ら
二

期
め
の
後

半
、
三
期
と
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る

で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
村
は
非
常
に
湿
田

が
多

く
、
転
作
不
可
能
な
地
域

が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
思

い
き
っ
た
対
策
と

補
助
で
、
乾
田
化
を
進
め
て
も
ら

い

た
い
。

②
　
今
後
転
作
な
ど
で
、
農
業
改
良

普
及
員
の
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

が
、
現
在
の
普
及
所

は
町
の

ど
ま
ん
中
に
あ
り
、
私
た
ち
は
野
良

着
の
ま
ま
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
か
知
っ
て
か
ら
も
普
及
所

は
あ
ち
こ
ち
転
々
と
し
て
い
ま
す
。

郊
外
に
移
す
と
か
、
他
町
村
に
置
く

と
か
、
青
森
地
区
の
農
業
を
振
興
す

る
意
味
で
も
、
普
及
所
を
き
ち

ん
と

建
て
て

い
た
だ
き
た

い
。

答



農
業
改
良
普
及
所
に
長
靴

、
野
良

着
で
入
り
た
い
と
い
う
意
見
に
は
賛

成
で
す
。
今
後
東
青
地
区

は
合
同
庁

舎
を
考
え
て
い
ま
す
。
設
計
の
上
で

今
日
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
す
。

蓬
田
・
農
業

山

本

兼
光

輸
入
拡
大
に
不
安

わ

が
村
は
中
核
農
家

、
農
業
後
継

者
育
成
に
力
を
入
れ
、
自
立
経
営
農

家
へ
の
農
地
集
積
を
計
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
地
力
増
進
と
複
合
経
営

を
目
指
し

た
肉
牛
奨
励
は
輸
入
拡
大

の
圧
力
を
受
け
、
価
格

が
安
定
し
て

い
る
と
取
り
組
ん
だ
葉
タ

バ
コ
は
減

反
で
す
。

こ
れ
で
は
農
家
経
営
は
不

安
で
す
。

輸
入
拡
大
に
対
し
て
県
は
ど
の
よ
う

な
対
策

が
あ
り
ま
す
か
。

農
業
後
継
者
の
花
嫁
対
策
も
深
刻

で
す
。
二

十
八
歳
以

上
で
嫁
の
な
い

後
継
者

が
か
な
り

い
ま
す
。
県
で
も

後
継
者
対
策
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い

た
い
。

答
農
産
物
輸
入
拡
大
に
対
す

る

農
家
の
心
配
は
も
っ
と
も
で
す
。

農
業
団
体
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

知
事
会
な
ど
の
組
織
を
通
じ
て
反
対

運
動
を
続
け
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
日
本
農
業
も
国
際
競

争
力
を
つ
け
、
コ
ス
ト

の
低

い
農
産

物
を
つ
く
る
努
力
も
必
要
で
す
。

花
嫁
対
策
で
す
が
、
農
家
で
は
自

分
の
家

の
子
供
た
ち
に
農
業
に
対
す

る
関
心
や
魅
力
を
持
た
せ
て
い
る
で

し
ょ
う

か
。
子
供
を
畑
に
寄
せ
つ
け

な
い
、
農
業
経
営
に
参
加
さ
せ
て

い

な
い
の
が
近

ご
ろ
の
現
状
だ
と
思

い

ま
す
。
昔
は
弁
当

を
届
け
る
だ
け
で

い
い
か
ら
何
か
の
形
で
農
家
の
営
み

の
中
に
組
み
入

れ
て

い
ま
し
た
。
今

こ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
か
ら

問
題
の
見
直
し

が
必
要
だ
と
思

い
ま

す
。

阿
弥
陀
川
・
農
業

森
　

さ

き

転
作
田
に
暗
渠
を

水
稲
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
た

め
、
村
の
指
導
も
あ
り
肉
牛
の
飼
育

を
し
て
い
ま
す
。
転
作
田
に
飼
料
作

物
を
作
付
け
す
る
に
は
ヽ

暗

剿
が
必

要
で
す
。

年
々
牛
を
飼
育
す
る
農
家

が
増
え

る
傾
向

が
あ
り
、
補
助
金

が
つ

い
た

暗
渠
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

答
転
作
田
で
の
飼
料
作
物
栽
培

に
は
ヽ

暗
難
排
水
が
必
要
だ
と

言
う
意
見
で
す

が
、
国
や
県
の
補
助

制
度

が
あ
り
ま
す
。
い
く

ぶ
ん
か
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
す

が
、
か
な
り

大
き
な
補
助
率
で
す
。
具
体
的
に
は

農
林
事
務
所
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

阿
弥
陀
川
・
老
人
グ
ラ
フ

山

谷

俊

雄

父
子
家
庭
の
対
策
も

①
　

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
十
年
に

な
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
集
会
で
、『
み

な
さ
ん
は
村
の
た
め
に
働

い
て
き
た

の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
気

を
つ
け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
』

と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
一

方
、
同
じ
耳
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の

は
、
『
今
、
日
本
で
余
っ
て
い
る
の

は
お
米
と
年
寄
り
だ
。
』
と
い
う
言
葉

で
す
。

長
生
き
し
て
喜
ば
し
い
の
か
、
長

生
き
し
て
若
い
人
に
心
配
か
け

る
の

か
、
わ
れ
わ
れ
老
人
の
心
に
迷

い
が

出
て

い
ま
す
。

知
事
さ
ん
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
と
交
際
が
あ
る
の
で
、

年
寄
り
の
迷

い
に
対
し
て
何
か
の
話

題

が
あ
り
ま
し
た
ら
一
つ
お
願
い
し

ま
す
。

②
　

母
子
福
祉
法
と
い
う
法
律
は
あ

り
ま
す
が
、
男
の
人
が
妻
に
死
な
れ

た
場
合
の
、
父
子
福
祉
法
と
い
う

も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
子
家
庭
も
ま

た
、
育
事
や
炊
事
、
さ
ま

ざ
ま
な
面

で
た
い
へ
ん
で
す
。
同
じ
人
間
で
す

か
ら
、
父
子
家
庭
に
対
す
る
援
護
を

国
へ
働
き
か
け
て
も
ら

い
た
い
。

答

青
森
県
の
場
合
、
六
十
五

歳

以
上
の
人
口
は
八
・
九
％
で
す
。

全
国

が
九
回
で
す

か
ら
似
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
二
十
五
回
ま
で
伸
び
る
見

込
み
で
す
。
四

人
に
一
人

が
老
人
と

い
う
こ
と
で
す
。

老

人
が

。
余
ま
さ
れ
た
″
と
い
う

意
識
を
持
た
な
い
た
め
に
は
、
自
ら

生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を
く
ふ
う
し

て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

『
人
間

が
長
生
き
す
る
こ
と
は
め
で
た
い
こ

と
で
あ
る
。
』
と
信

じ
て

、
疑

わ
な

い
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

父
子
家
庭
の
件
で
す

が
、
今
年
十

月
に
、
家
事
援
助
員
を
派
遣
す

る
制

度
が
発
足
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
状

況
を
み
な

が
ら
、
今
後
と
も
父
子
家

庭
対
策

に
関

心
を

寄
せ

て

い
き
ま

す
。
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広
瀬
・
民
生
委
員

一
久

慈

繁

三

バ

イ

パ

ス

の

早
期
実
現
を

①
　

昨
年
十
二
月
に
国
道
二
八
〇
号

線
沿

い
で
火
災

が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
と
き
の
状
況
を
み
て
も
、
前
後
数

キ
ロ
が
交
通

ス
ト
ッ

プ
で
す
。
も
し

負
傷
者

が
出

た
ら
、
救
急
車
さ
え
通

れ
な

い
あ
り

さ
ま
で
す
。

バ
イ

パ
ス

が
あ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
混
雑
し

な

く
て
す
む
と
思

い
ま
す
。

年
々
車
も
増
加
し
、
冬
期
間
は
大

型
車

が
や
っ

と
交
差
す
る
場
面
も
あ

り
ま
す
。

バ
イ

パ
ス
の
早
期
実
現
は

蓬
田

だ
け
で
な
く
、
他
町
村
民
の
願

い
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

②
　

広
瀬
川
の
南
側
に
、
地
盤
の
低

い
と
こ
ろ
と
、
急
傾
斜
地
で
地
肌
が

出
て

い
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
雨
の

た
び
土
砂
は
流

れ
て
側
溝
を
埋
め
、

水
は
国
道
に
あ

ふ
れ
ま
す
。
長
年
の

危
険
地
帯
で
す
。
早
め
の
解
決
を
お

願
い
し
ま
す
。

答

二
八
〇
号

線
バ
イ

パ
ス
で
す

が
、
と
り
あ
え
ず
油
川

バ
イ

パ

ス
は
五
十
七
年
度
で
約
九
〇
冐
用
地

確
保
が
で
き
ま
す
。
五
十
八
年
度
か

ら
工

事
を
着
工
し

、
六
〇
年
度
ま
で

か
か
る
予
定
で
す
。

蓬
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま

だ
構
想
を
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
新
幹

線
の
予
定
地
、
尠
場
整
備
に
伴
う
大

規
模
農
道
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る

か
ら
で
す
。
こ

れ
ら
を
よ
く
検
討
し

、

で
き
れ
ば
今
年
度
中
に
蟹
田
ま
で

の

概
略
を
決
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
待

望
の
バ
イ

パ
ス
で
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
実
現
す

る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。

広
瀬
地
区
の
地
盤
の
低
い
と
こ
ろ

で
す

が
、
広
瀬
橋
の
か
け
替
え
工
事

に
伴
い
、
河
川
改
修
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
、
側
溝
の
件

も
解
決
す
る
予
定
で
す
。

蓬
田
・
主
婦

二
唐
美
代
子

側
溝
の
整
備
を

国
体
を
契
機
に
、
道
路
は
か
な
り

整
備
さ
れ
ま
し

た
が
、
側
溝
が
あ
ち

こ
ち
で
と
ぎ
れ
て

い
ま
す
。
子
供
会

や
婦
人
会
、
村
中
で

い
く
ら
そ
う
し

し
て
も
、
は
え

や
草
の
防
除
や
っ
て

も
だ
め
で
す
。

さ
ら
に
、
側
溝
に
フ
タ
を
し
て

い

る
部
分
と
し
て
い
な
い
部
分

が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
子
供

の
事
故
に
も
つ

な

が
り
ま
す
。
自
転
車

ご
と
側
溝
に

落
ち
て
大
け

が
を
し

た
り
、
車
が
危

な
く
て
寄
っ
た
ら
、
ダ
ン
プ
の
風
圧

で
落
ち
た
り
被
害

が
出
ま
し
た
。
道

路
整
備
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

答
道
路
は
よ
く
な
っ
て
も
、
側

溝
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
意

見
で
す
が
、
今
年
は
一
般
の
予
算
は

あ
ま
り
伸
び
な
く
て
も
、
側
溝
の
予

算
が
伸
び
ま
し
た
。

緊
急
性
の
あ
る
と
こ
ろ
、
必
要
度

の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
順

序
を
決
め
て

工
事
を
進
め
ま
す
。

予
算

が
全
体
に
ま
わ
り
か
ね
て
い

る
と

い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

広
瀬
・
農
業

姥
名
ア
チ
子

古
川
渡
線
橋
の
渋
滞

国
道
二
八
〇
号
線
で
毎
日
青
森
へ

通
い
ま
す
。
い
つ
も
心
配
な
の
が
古

川
渡
線
橋
で
す
。
余
裕
を
も
っ
て
朝

出
か
け
て
も
、
こ
こ
で
三
〇
分
か
か

り
ま
す
。
。
夢
の
大
橋

″
は
十
年
も
か

か
る
と
聞
き
ま
し

た
。

今
よ
り
少
し

で
も
、
渡
線
橋
で
時

間
の
か
か
ら
な
い
方
法
は
な
い
も
の

で
す

か
。

答

古
川
渡
線
橋

は
、
長
い
間
検

广

を
繰
り
返
し
て
き
た
大

き
な

問
題
で
す
。
今
だ
に
良

い
解
決
策
が

あ
り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
あ
れ
を
拡

幅
す

る
に
し
て
も
、
技
術
的
に
難
点

が
あ
り
ま
す
。
ひ
っ
き
り
な
し

に
列

車

が
通
り
、
工

事
の
や
り
に
く
い
場

所
で
す
。

そ
こ
で
考
え
た
の
が
海
側
に
仮

称

青
森
大
橋
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
建
設
省
で
な
く
、
運
輸
省
港
湾

局
関
係
の
道
路
で
十
年
近
く
か
か
り

ま
す
。
目

途
は
つ
き
ま
し
た
。
や
る

こ
と
に
決
め
た
と
い
う
意
味
で
す
。

当
面
は
青
森
市
環
状

バ
イ

パ
ス
西
側

工
区
を
早
期
開
通
し
、
七
号
線
の
車

を
半
分
以

上
こ
っ
ち
へ
流
す
計
画
で

す
。

郷
沢
・
農
業

大

宮

房

子

農
業
後
継
者
対
策

わ
が
家
も
農
家
で
す
が
、
周
り
を

み
る
と
、
農
業

後
継
者
が
だ
ん
だ
ん

離
れ
て

い
く
状
態
で
す
。
県
で

は
、

後
継
者
対
策
と
し
て
何
か
考
え
て

い

ま
す

か
。

答
蓬
田
村

の
平
均
耕
作
面
積
は

一
・
八
■
で
す
。
こ
れ
で
一
家

の
家
計
を
支
え
る
、
子
供
の
教
育
も

す
る
、
生
活
全
体
を
都
市
型
に
維
持

し
て

い
く
の
は
無
理
で
す
。
こ
れ
だ

け
の
支
出
に
耐
え
る
収
入
を
得
る
に

は
、
農
業
以
外
の
働
き
場
、
農
業
以

外
の
現
金
収
入
が
必
要
で
す
。

農
業
後
継
者
を
つ
な
ぎ
と
め
る
に

は
、
農
業

プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ

の
働
き

場

が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

危険な急傾斜地( 瀬辺 地)i
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瀬
辺
地
・
農
業

小
野
富
美
子

瀬
辺
地
川
の
工
事

瀬
辺
地
川
の
工
事
の
例
で
す
。
工

事
と
工

事
の
間

が
た
っ
た
十
片
か
二

〇
片
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
に
、
予

算
が
な
い
と
ス
ト
ッ

プ
し

ま
す
。
工

事
が
終
わ
っ
た
と
た
ん
に
残
っ
た
部

分
か
ら
欠
壊
し

た
り
沈
没
が
始
ま
り

ま
す
。

工
事
を
し

た
水
田
は
、
こ
の
た
め

に
五
年
も
六
年
も
休
耕
し

ま
し

た
。

前
に
や
っ
た
工

事
と
ち
ゃ
ん
と
つ
な

が
る
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

答
瀬
辺
地
川
は
、
昨
年
一
億
二

千
五
百
万
円

は
ど
の
災
害
復
旧

工
事
費
が
つ
き
、
そ
の
七
〇
％
近
く

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

災

害
と
し
て
提
案

さ
れ
た
場
所

が

途
中

で
切
ら
れ
て
、
お
話
し
の
よ
う

な
状
態

に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
大

至
急
村
を
通
じ
調
査

の
う
え
対

処
し

ま
す
。

郷
沢
・
漁
業

高
田

仁

吉

漁
港
整
備
の
促
進

私
は
漁
師
で
す
。
今
朝
も
起
き
る

な
り
沖
へ
出
て
、
蓬
田
漁
港
に
荷
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
蓬
田

漁
港
は
、
や
ま
せ

が
吹

く
た

び
砂
と
海
藻
（
も
ず
く

）
が
大

量
に
入
っ
て
き
ま
す
。
去
年
も
今
年

の
三
月
に
も
砂
を
取
り
除
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
八
年
も
前
か
ら
漁
港
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
に
、
一
年
に

わ
ず
か
し
か
伸
び
ま
せ
ん
。
こ
こ
は

や
ま
せ
の
常
習
地
帯
で
あ
り
、
安
心

で
危
険
の
な
い
漁
港
に
し

た
い
と
漁

民
は
願
っ
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
く

立
派
な
漁
港

が
完
成
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

答
漁
港
の
底
を
さ
ら
っ
て
土
砂

を
取
り
除
い
て
も
、
防
砂
堤

が

な
い
た
め
い
く
ら
や
っ
て
も
、
ま

た

寄
っ
て
く
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

調
査

の
う
え
、
担
当
機
関
に
防
砂

堤
や
漁
港
整
備
を
急
が
せ
ま
す
。

長
科
・
農
業

下
山

嘉

幸

内
容
の
似
た
事
業

村
で
は
新
し

い
事
業
を
推
進
す
る

と
き
、
農
業
構
造
改
善
委
員
会
と
か

地
域
農
政
推
進
委
員
会
、
水
田
利
用

再
編
対
策
委
員
会
な
ど
組
織
を
つ
く

り
ま
す
。
委
員
た
ち
は
住
民
へ
Ｐ
Ｒ

し
理
解
を
求
め
る
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
予
算
は
少
し
で
す
。

こ
れ
ら
を
集
約
す
れ
ば
、
予

算
は

三

倍
、
四
倍
と
な
り
効
果
的
な
活
動

が
で
き
ま
す
。
ど
の
委
貝
会

も
同
じ

よ
う
な
顔
ぶ
れ
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
す
。

事
業
内
容
で
も
、
農
業
改
良
普
及

所
で
や
っ
て

い
る
『
村
づ
く
り
推
進

運
動
』
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
社
会

教
育
課
や
農
林
水
産
課
で
も
や
る
と

い
う
状
態
で
す
。
中
味
の
似

た
事
業

を
何
本
も
同
じ
住
民

が
受
け

と
め
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。

答
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て

い
る

が
、
内
容

が
重
な
っ
て
い

る
。
受
け
と
め
る
方
は
一
つ
な
の
に
、

話
を
持
ち
込
み
事
業
を
指
導
す
る
の

は
あ
ち
こ
ち
の
機
関
。
こ
れ
は
他
町

村
か
ら
も
意
見

が
出
ま
し
た
。

も
っ

と
も
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
は
、
教

育
は
教
育

の
立
場
で
、
農
業
関
係

は

農
業
面

か
ら
の
取
り
組
み
方

が
あ
る

の
で
、
な

か
な
か
む
ず
か
し

い
こ
と

で
す
。

蓬
田
・
製
材
業

清

水

幸

子

外
灯
の
少
な
い
国
道

減
反

や
冷
害

が
あ
っ
て
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
お
母
さ
ん
が
、
昼
働
き
に

出
ま
す
。
学
習
会
や
会
議
は
夜
開
く

回
数

が
増
え
ま
し

た
。

と
こ
ろ
が
、
国
道
二
八
〇
号
線
沿

い
は
、
外
灯

が
少
な
く
暗

い
夜
道
で

す
。
中
学
生
も
部
活
動
で
遅
く
な
る

と
防
犯
的
に
も
交
通
事
故

の
面
で
も

危
険
で
す
。
県
で
は
市

町
村
に
外
灯

の
援
助
を
し
て

い
ま
す
か
。

答

学
習
会
や
集
会
に
出
か
け
る

と
き
、
暗
い
夜
道
は
心
細
い
も

の
で
す
。

道
路
の
外

灯
は
市
町
村

が
直
接
対

処
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
役

場
の
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

阿
弥
陀
川
・
農
業

川

内

京

子

年
金
制
度
の
見
直
し

国
民
年
金
を
集
金
し
て
聞
く
の
は
、

掛
金
の
高
い
わ
り
に
死
亡
し
た
と
き

の
給
付
が
少
な

い
と
い
う
声
で
す
。

納
め
た
分
の
何
割
か
で
も
戻
っ
て
く

れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

若

い
人
か
ら
は
、
自
分
た
ち

が
何

十
年
か
納
め
て
も
、
自
分
の
番

が
き

た
と
き
は
た
し
て
も
ら
え
る
の
か
と

い
う
不

安
と
不
満

が
あ
り
ま
す
。
年

々
掛
金

が
上
が
り
、
毎
月

出
る
支
出

の
中
で
、
年
金

が
い
ち
ば
ん
た
い
ぎ

だ
そ
う
で
す
。
強
制
年
金
と
知
り
な

が
ら
、
や
め
て
し
ま
っ
た
家
が
何
軒

か
あ
り
ま
す
。
制
度

の
見
直
し
を
し

て
も
ら

い
た

い
。

答

掛
金

が
高
い
わ
り
に
、
死
亡

し

た
と
き
の
給
付

が
少
な
い
、

毎
月
の
掛
金

が
た
い
ぎ
だ
と
い
う
現

象
は
、
冷
害
な
ど
で
農
家
所
得
が
減

っ
た
影
響
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

や
め
る
と

い
う

事
実
に
は
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
国
民
年
金
制
度

は
、
国
が
直
接
進
め
て

い
る
仕
事
で

す
。
制
度
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
、
関
係
課
を
通
し

て
伝
え
ま
す
。
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談話室

叱
っ
て
く
れ
た
友
だ
ち

私
か
青
年
団
に
仲
間
入
り
を
し

て
、
も
う
す
ぐ
一
年
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
私
は
青
年
団
活
動
を
通
し

て
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
い
せ
つ
さ

を
知
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
つ
い
最
近
私
は
あ
る

人
た
ち
か
ら
こ
う
い
う
注
意
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
『
人

が
真

剣
に
な
っ
て
話
を
し
て
い
る
と
き

に
、
ふ

ざ
け
な
が
ら
ま
た
は
笑
い

な
が
ら
話
を
聞

く
も
の
で
は

な

い
』
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

と
き
、
私
は
（

ツ
と
し
ま
し
た
。

実
際
、
自
分
が
他
の
大
に
真
剣

に
な
っ
て
悩
み
ご
と
な
ど
を
話
し

た
と
き
、
周
り
の
大
が
ふ
ざ
け
た

り
、
笑
っ
た
り
と
い
う
立
場
に
な

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
二
度
と

そ
の
大
だ
ち
と
は
心
の
底
か
ら
本

気
に
な
っ
て
話
し
合
う
気
に
な
ど

な
れ
ま
せ
ん
。

私
は
今
、
あ
の
と
き
き
つ
い
言

葉
で
注
意
し
て
く
れ
た
大
た
ち
に

心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

も
し
あ
の
と
き
、
だ
れ
に
も
注

意
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
ら
、
私

は
こ
の
先
ず
っ
と
人
の
話
を
本
当

に
真
剣
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
に

い
た
で
し
ょ
う
。
信
じ
あ
え
る
友

だ
ち
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
親
身
に
な
っ

て
注
意
し
て
く
れ
る
大
た
ち
に
出

会
え
た
の
も
、
青
年
団
に
大
っ
た

お
か
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
青
年
団
活
動
を

続
け
て
い
く
中
で
、
も
っ
と
も
っ

と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。

ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
青
年
団
を
よ
い
人

生
の
勉
強
の
場
と
し
て
長
い
こ
と

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

駐
在
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

山内 隆 志(28歳)

回
前

任
地

青
森

警
察

署

回
現
住

所

蓬
田
村
大
字
蓬
田
字
汐
越
2
9の
２

電
話

・
2
0
3
6

番

回

蓬
田

村

の
第

一
印
象

・
抱

負

蓬
田

名
物

の

。
ヤ

マ
セ

”
を
圧

倒
す

る
よ

う

な
熱

気

と
活
気

、

そ

し

て
や

る
気

の
あ

る
村

と

い
う

の

が
私
の

第
一
印

象

で
す

。
初

め
て

の
駐
在
所

勤

務
も

赴
任
す

る
ま
で

不

安

で
し

た

が
、
村

の

人

が
非

常

に
親

切
な

の
で

、
蓬

田
村

に
来

て

良

か
っ

た
と
思

っ
て

い
ま

す
。

私

は
青

森
市

生
ま

れ

の
青
森
市

育
ち

で

、
警
察

官
と
し

て

青
森

市

以

外

の
所

に
勤

務
す

る

の
は
今

回

が
初

め
て

で
す
。

中

学

か
ら
始

め

た
柔

道
の

せ

い
で

、

体
型

と
歩

き

方

が
少
し
変

で
す

が
、
道
で

会

っ

た
と

き
は

、
気
軽

に
声

を

か
け
て

く
だ

さ
い
。

家
族

は

、
妻
と

子
供

（
男

子

）

一
人

の
三

人
家

族

で
す

。

本

県

警
察

の
目

標

は
「
県

民

の

た
め
の

警
察
」
で
す

が
、
私

は
「
村

民

の
た

め
の

駐
在
」

を
目

標

に
若

さ

と
体
力

で

が
ん

ば
り

た

い
と
思

い
ま

す
。

よ
ろ
し

く

お
願

い
し

ま

す
。

回
趣

味

・
特
技

音

楽
鑑

賞
と

映
画

鑑
賞

柔

道

春
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
で
、
家

を
留
守
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
あ
き
巣
ね
ら
い
や
自
転
車

盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
で
か
け
に
な
る
と
き
や
、
お

や
す
み
前
に
は
必
ず
か
ぎ
を
か
け

る
。

●
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
締
り

を
し
っ
か
り
し
て
、
隣
近
所
に
声

を
か
け
る
。

●
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

か
ぎ
を
か
け
る
習
慣
を
。
自
転
車

に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
つ
け
る
よ
う
に
す
る
。

青
少
年
は
進
学
や
就
職
で
、
精

神
的
に
も
非
常
に
不
安
定
な
季
節

で
す
。
愛
の
一
声
か
け
あ
っ
て
、

非
行
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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親
も
話
し
合
え
る
仲
間
を

瀬

辺
地

母

親
ク
ラ

ブ

は
、
子

供

だ
ち

と

の
心

の
ふ

れ
あ

い
を
通

じ

て
健

全
育

成

を
第

一
に

、
次

い
で

親

の
養
育

の

あ
り
方

、
第

三

に
地

域

の
方

々
の
和

を
深

め

る
と

い
う

念
願

を

こ
め

て
、

昭
和
四

十

九
年

四

月
に

発
足
し

ま
し

た
。

以

来

今
日

ま
で

、

さ
ま

ざ
ま
な

事
業

を
母

親
ク
ラ

ブ

と
子
供

会

が

一
体

と
な

っ
て

実
施
し

て

き
ま
し

た
。

①

親

の
交

流
活
動

と
し

て

・
ミ

ニ
運
動

会

・
ク
リ

ス

マ
ス
会

・
ス

キ
ー

教
室

・
王
松

台

で
の

キ

ャ
ン
プ
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動

②

事
故

防
止

の
奉

仕
活
動

・
交

通

安
全
（

折

り

づ
る
祈
願

）

・
危

険

箇
所

へ
の

危
険

標
識

③
家

庭
養

育

に
関
す

る
研

修
活

動

・
家

庭

学
級
開

催
　

・
県

庁
視

察

・
折

り

紙
教
室

④
地

域

の
人

々
と

の
ふ

れ
あ

い
を

深

め
る

た
め

に
実
施
し

た
ネ

ブ
タ

運
行

は

、
子
供

会

は
も
ち

ろ

ん
、

地
域

の

人
た
ち

の
和

を
大

き

く
深

め
ま
し

た
。

こ
れ
で

言
え

る

こ
と

は

、
実
施

す

る
事
業

の
数
で
な
く
、

内
容

の
充

実

だ
と
思

い
ま

す
。

役
場

や
関
係

機
関

の

ご
指
導

、

会
員

の
協

力
で

曲

が
り
な

り

に
も

軌
道

に

の
り

つ
つ
あ

り
ま

す
。

子
育
て
の
こ
と
持
ち

よ
っ
て
話
し
ま
す

今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
上
注
意
す

る
点
は
、
①
親
の
参
加
率

が
悪
い

と
、
子
供
た
ち
の
参
加
率
も
そ
れ

に
比
例
す
る
こ
と
。
②
親
自
身
仲

間
を
持
つ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

仲
間
の
中
で
子
育
て
の
考
え
方
、

人
間
と
し
て
の
生
き
方
な
ど
を
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

母親クラブ通信⑤
瀬辺地母親クラブ

会　長

小野富美子

こ

の
よ
う

に

、
母

親
ク
ラ

ブ
の

活
動

を
通

じ
て

愛

の
輪
を

広
げ

、

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

を
形

づ
く

り
た

い

と
思

い
ま
す

。

ク
ラ

ブ
発

足
以
来

八
年

目
を

迎
え

よ
う

と
し

て

い
ま

す
。

当
時

は
、

と
も

か
く
暗

中

模

索
で
し

た
。
こ

こ
で
原

点
に

帰
り

、

無
理
の
な
い
年
間

行
事

を
組

ん
で

、

活
動

を
長

く
続

け
て

い
き

た

い
考

え
で
す

。

親

は
子
供

の

成
長

を
願

っ
て

い

ま
す
。

子
供

と

と
も

に
歩
調

を
合

わ
せ

、
心

か
ら
語

ら

い
、
子

供

の

将
來

に
そ

な
え

た
自

立
心

を
育
て

る
こ

と

が
、
私

た
ち

の
大

き
な
課

題

だ
と
思

い
ま
す

。

こ

れ
ら

の
こ

と
を

ふ
ま
え

て

、

今
後

も
関
係

機
関

や
会

員
一

人
一

人
の

ご
協
力

を
得

て

、
さ

ら
に
充

実
し

た
母

親
ク
ラ

ブ

に
し

た

い
と

決
意

を
あ

ら
た

に
し

て

い
る
と

こ

ろ
で
す

。

折
々
の
歌

梢
た
か
く
白
木
蓮
の
花
満
ち
て

あ
わ
あ
わ
と
春
の
　
黄
昏
は
来
る

或
る
日
ふ
と
夫
よ
り
逃
れ
遠
き
地
へ

い
行
き
て
み
た
し
　
雲
は
流
る
る

人
を
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
淡
き
虹
の
色

春
の
ゆ
う
べ
を
　

独
り
見
て
居
り

夜
な
夜
な
に
機
繊
り
吾
を
育
て
た
る

亡
母
の
し
ぐ
さ
の
　
音
の
顯
つ
く
る

学
童
わ
れ
も
代
田
鋤
く
馬
い
ざ
な
い
て

泥
に
染
み
た
る
　
遠
き
日
の
顯
つ

小
走
り
に
代
田
の
馬
を
誘
ひ
し

か
の
春
の
日
よ
　
暮
れ
行
き
長
し

（
以
上
三
首
・
吉
崎
慶
次
邱
作
）

談　 語　室1
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街

に

は
商
品

が
あ

ふ
れ

て

い
ま

す
。

今

、
目

の
前
に

現
れ

た
訪

問

販
売

業
者

か
ら

買
わ

な

い
と
、
二

度
と
于

に

入
ら

な

い
商

品

と

い
う

も
の

は
あ

り
ま

せ
ん
。

高

額

の
品
物

を
衝
動

的

に
契
約

し

て
し

ま

い
、

あ
と
で

シ
マ
ッ

タ

と
反

省
す

る
人

が
意
外

に
多

い
の

で
す
。

一
部

業
者

の

強
引

な
セ

ー

ル
ス

方
法
に

も
よ

り
ま

す

が
、
消

費
者

に
も
契

約

に
対
す

る

安
易

さ

が
あ

る
よ
う
’で
す

。
あ

な

た
の

お

宅
に
訪

問
販

売
員

が
来

た
ら

、
次

の
こ

と
に

注
意
し

ま
し

ょ
う

。

本
当

に
必
要

な

商
品
で

す
か
？

①
　

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
戸
口
に
立

っ
た
ら
、
ま
ず
販
売
業
者
の
名
称

と
商
品
の
種
類
を
聞
き
ま
す
。

②
　
そ
の
商
品
は
本
当
に
必
要
で

す
か
。
じ
っ

く
り
と
時
間

を
か
け
て
考

え
、
時
に
は

家
族
の
意
見

を
聞
い
て
か

ら
契
約
し
ま
し

卜
？
つ
Ｏ

③
　
必
要
で
な

け
れ
ば
、
勇
気

を
も

っ
て

こ

と
わ
り

ま
す

。

④
　

契
約

（
ま

た

は
申
込

み

）
を

し

た
と
き

は

、
書
面

が
渡
さ

れ
ま

す
。

内
容

を
よ

く
読

ん

で
確
認
し

た
あ

と
で
印
鑑

を

押
し

ま

し
ょ
う
。

現
金

販
売

の

と
き
も

領
収
書

が
渡

さ

れ
ま
す

。

た

い
せ

つ
に

保
管
し

て
く

だ

さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
制
度

契
約
し
た
商
品
が
本
当
に
必
要

か
冷
静

に

考
え
直

す

期
間
（
四

日
閧

）

で
す
。
四

日

以
内

な
ら
契

約

の
解
除

（
ま

た
は
申

込

み

の
撤
回

）
が
で

き

ま
す
。

解
除

す

る

と
き

は
電
話

で

な

く
必

ず
書
面

で
申

し
出
ま
す
。
内
容
証
明
郵
便
が
万

全
で
す

が
、
は
が
き
の
場
合
は
必

ず
簡
易
書
留
か
、
引
受
時
刻
証
明

郵
便
の
扱
い
に
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
ク
ー

リ
ン
グ

ー
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
　
商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を

全
額
支
払
っ
た
も
の
。

②
　
化
粧
品
な
ど
消
耗
品
で
、
一

部
消
費
し

た
も
の
。

③
　
自
動
車

戸籍の

窓　口

(蓬田村の人口:4,471 人)

２月 ・３月受付分

（E）お誕生 おめ で と うご ざ い ます

田 中　学 美　 （ 学　 ・長 女 ）

福 原　平 織　 （ 裕　 ・ ３女 ）

中 川　良 恵　 （ 八千雄 ・ ２女 ）

坂 本　　 守　 （ 不二 蔵・ 長 男）

福 田　伸 吾　 （ 幸生 ・長 男 ）

山 口　 美久　 （ 義正 ・長 女 ）

山舘　 晃子　 （ 勝美 ・長 女 ）

八戸　　 翼　 （ 秀歳 ・長 男 ）

坂本　 嗣 美　 （ 尚次 ・ ２女 ）

坂本　　 将　 （正 則・長 女 ）

佐井　 由 佳　 （由 滋 ・長 女 ）

田中　 昌子　 （:正治 ・ ２女 ）

坂本 亜 里佳　 （繁 正 ・長 女 ）

（E）ご 結婚 おめ で とうご ざ いま す

（小 野　 準郎　　 （ 瀬辺地 ）

マ ル ギッ ト・ クラウゼ

（ ドイ ツ連 邦共 和国 ）

（ 木村　 幹雄　　 （ 広　 瀬 ）

藤谷　 孝子　　 （ 東京 都 ）

（ 青 木　 則行　　 （ 阿弥 陀 川）

本 田　 佳子　　 （ 静岡 県 ）

（ 寒 澤　 貢 治　　 （宮 城 県 ）

松 本千 佳子　　 （長　 科 ）

（ 佐井　 良彦　　 （広　 瀬 ）

笹 原　 信子　　 （平 内町 ）

（ 工 藤　 義 樹　　 （ 中　 沢 ）

林　 さ ち え　　 （青 森市 ）

（ 越田　　 猛　　 （広　 瀬 ）

波 照間 た え子　 （沖 縄県 ）

（ 山本　　 馨　　 （青 森 市）

泉 谷 ひと み　　 （長　 科 ）

（ 赤 坂　 秀 男　　 （青 森市 ）

田 中　 宜子　　 （蓬　 田）

（ 八幡　　 亮　　 （高　 根）

渡 辺 まつ 子　　 （平 内町 ）

（ 伊 藤　 武彦　　 （三 重県 ）

張 間　良 子　　 （長　 科 ）

（ 黒 岩　 勝彦　　 （群 馬県 ）

藤 本　 洋子　　 （長　 科 ）

（ 福井　 正 美　　 （郷 沢 ）

木 立　 洋子　　 （青 森市 ）

（ 藤 本　 信幸　　 （長　 科 ）

坂井　 友 子　　 （蟹 田町 ）

●お悔やみ申し上げます

張間キクヱ　（長科・59歳）

武井　スミ　（蓬田・65歳）

川崎　才吉　（広瀬・76歳）

青木　しま　（阿弥陀川･79歳）

柿崎　松夫　（広瀬・64歳）

田中作太郎　（広瀬・83歳）

あ
と
が
き

体
の
あ
ち
こ
ち
、
持
病
が
痛
み
だ

す
と
、
『
あ
し
た
は
き
っ
と

ヤ
マ
セ

だ
。
』

と
言

い
ま
す
。
体
も
気
象
の

変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
翌
朝
は
予
想

ど
お
り
、
身
に
し

み
と
お
る
よ
う

な
ヤ
マ
セ
。
や
っ

ぱ

今
年
も
異
常
低
温

の
気
配
。
冷
害

に
そ
な
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
『
健
苗

三
・
五
運
動
』
の
成
果

が
あ

が
り
ま

す
よ
う
に
。

こ せき の窓ロ16

生活ミニ情報


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16

